
 

●連携会員（特任）の推薦様式について 

 
平 成 ２ ４ 年 １ 月 ２ ７ 日 

日本学術会議第１４４回幹事会決定 

 
 
 
日本学術会議の運営に関する内規（平成１７年１０月４日日本学術会議第１回幹事会

決定）第６条の２による連携会員（以下「連携会員（特任）」という。）の推薦について

は、次の様式により行うものとする。 
 
 

附 則 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成２７年１０月３０日日本学術会議第２２０回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 
附 則（平成２９年１２月２２日日本学術会議第２５８回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 
附 則（平成３０年９月１２日日本学術会議第２６９回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 
附 則（平成３０年１０月２５日日本学術会議第２７１回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 
附 則（平成３１年４月２４日日本学術会議第２７７回幹事会決定） 

 この決定は、元号を改める政令（平成３１年政令第１４３号）の施行の日から施行す

る。 

 
附 則（令和３年２月２５日日本学術会議第３０８回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 
附 則（令和５年９月２５日日本学術会議第３５３回幹事会決定） 

 この決定は、令和５年１０月１日から施行する。 

 
  



 様 式 １  
                                     

（   日  付  ） 

日本学術会議会長         

   〇〇 〇〇  殿 

          〇〇 〇〇 

 表１の（委員会の審議事項／国際業務）に参画するため、表２の者を連携会員（特任）

（日本学術会議会則第７条第１項に基づき任命する連携会員）の候補者として推薦しま

す。           

        

（表１） 参画する委員会の審議事項／国際業務及び期間   

委員会等名 ○ ○ ○ 分 科 会／○ ○ ○ 国 際 業 務 

参画する委員会の審議事項／国際業務  

審議／業務期間 令和  年 月 日 ～ 令和 年 月 日 

          

（表２） 連携会員（特任）候補者 

氏名 国籍 年齢 性別 現 職 専門分野 

      

      

 

（表３） 選考要件についての説明                 

※ 国際会議への代表派遣の場合、表３は記入不要 

氏 名 理 由 説 明 

※連携会員（特任）を推薦するにあたり、下記の点を明確にして、理由を

説明してください。（①～④は必須、⑤は該当する場合のみ） 

①当該連携会員（特任）なしでは十分な審議が困難である理由 

②会員、連携会員の中に、同等の専門家がいないことについて 

③候補者の任期 

④現時点での当該委員会・分科会における連携会員（特任）の数（比率） 

⑤（国際の場合）国際関係団体との関係 

  

 

  

 

特段の事情 

※「委員会及び分科会等に係る連携会員（特任）の選考の在り方について」（日本学

術会議第 142回幹事会決定）第２（３）イに該当する事情がある場合、記載してくだ

さい。 

 



注１)添付資料として、①日本学術会議連携会員（特任）候補者推薦書（様式２）、②委

員会、分科会等の委員名簿（様式３）を添付する（国際会議への代表派遣の場合は

不要）。 

注２）連携会員（特任）は連携会員を補完するという位置づけであることに鑑み、その

総数は一般の連携会員と連携会員（特任）を合わせた数の 10％程度を上限とし、抑

制的に運用する。 

注３）委員構成に占める連携会員（特任）の割合は、それぞれ次に掲げる人数を超えな

いものとする。 

（ア）分野別委員会及び同委員会に置かれる分科会等 １名（特段の事情がある場合に

は、２名） 

（イ）幹事会の附置委員会、課題別委員会及びこれらの委員会に置かれる分科会等並び

に機能別委員会に置かれる分科会等並びに若手アカデミー及び同アカデミーに置

かれる分科会 委員数の５分の１に相当する数又は 10 人のいずれか少ない数（特

段の事情がある場合には、委員数の２分の１に相当する数又は 10 人のいずれか少

ない数） 



様式２

１．推薦者が記入する項目

 … 必須入力項目です

あなた(推薦者)の氏名

候補者が所属するのに適切と考える分野別委員会 ※ドロップダウンリストから選択してください。

委員会が適切である

候補者の推薦区分

に推薦する

推薦理由 ※ 全角500文字以内で記入してください。この枠いっぱいでほぼ500文字です。 (参考) 現在、約 文字です。

２．候補者が記入する項目

 … 必須入力項目です

 … どれかひとつは入力してください

※[男][女]から選択してください。

※全角ひらがな 就任時 歳 

※全角ひらがな

※ 通常使用している氏名と戸籍名が異なる場合に記入してください。　 <姓><名>のどちらかだけが異なる場合でも、<姓><名>の両方を入力してください。

候補者の日本学術会議での前職 ※ドロップダウンリストからの選択です。

である

＜ 自宅住所 ＞ ＜ 勤務先 ＞ ※勤務先がない場合は、自宅住所を再度記入してください。

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

所在地（市区町村以下）: 所在地（市区町村以下）:

建物等名: 建物等名:

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

※ 郵送以外に、自宅か勤務先の中で少なくとも１つの連絡方法を入力してください。

に連絡する ※[自宅][勤務先]から選択してください。

E-mail: E-mail:

優先する連絡先:

内線番号:

FAX番号: FAX番号:

電話番号: 電話番号:

都道府県: 都道府県:

勤務先名:

勤務先での職名:

郵便番号: 郵便番号:

戸籍名:

ふりがな:

ふりがな:

推　　薦　　書

0

生年月日:

＜ 姓 ＞ ＜ 名 ＞
氏名: 性別:

西暦４桁／月／日 形式で入力してください。



様式２

＜ 主要な学歴および学位を３件以内で記入してください ＞

学歴･学位の内容

※西暦4桁（半角数字） ※1～12の半角数字

＜ 主要な職歴を現職から順に遡って７件以内で記入してください ＞

職歴の内容

※西暦4桁（半角数字） ※1～12の半角数字

※ こちらに記入した内容が、名簿記載上の職名となります。

＜ 専門分野（ [科学研究費助成事業（科研費）] の審査区分表の中から相当する小区分名）を３件以内で入力してください＞
 （小区分名は「科研費審査区分表」シート参照）

※科研費を受け取っていない場合でも、該当すると思われる専門分野を入力してください。

※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

＜ 主要な研究内容を３件以内で記入してください ＞

＜ 所属している国内の学会の名前を３件以内で記入してください ＞

＜ 所属している海外の学会の名前を３件以内で記入してください ＞

国際所属学会名１:

国際所属学会名２:

国際所属学会名３:

国内所属学会名１:

国内所属学会名２:

国内所属学会名３:

研究内容１:

研究内容２:

研究内容３:

専門分野(科研費審査区分)２:

専門分野(科研費審査区分)３:

現職名･名簿記載職名:

<小区分名> < 小区分の説明 >
専門分野(科研費審査区分)１:

職歴６　:

職歴７　:

職歴４　:

職歴５　:

職歴２　:

職歴３　:

年 月

職歴１　:

学歴･学位２:

学歴･学位３:

年 月

学歴･学位１:



様式２

＜ 主要な学術論文、著書、特許等の学術的業績を５件以内で記入してください ＞

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

＜ 主要な受賞歴を３件以内で記入してください ＞

賞名 授賞機関

※西暦4桁（半角数字）

受賞歴２:

受賞歴３:

発行年､開催年又は取得年:

受賞年

受賞歴１:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

業績５:

業績４:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

発行年､開催年又は取得年:

業績３:

著者名又は発明者名:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

業績２:

業績１:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

※ 最後まで入力できましたら内容を確認のうえ、このファイルを保存して、日本学術会議事務局参

事官室（第一担当、第二担当、国際業務担当）の関係職員に送付してください。

※ メールで送付される際には、セキュリティの確保から必ずパスワードをつけて送信し、別途パス

ワードをメール、FAXまたは電話等で事務局に伝えますようお願いします。

※ 複数のファイルを送付される場合はファイル名が重複しないように、各ファイル名を異なるもの

に適宜変更してから送付してくださいますようお願いします。



 様 式 ３  

現委員名簿 

 

（ 委 員 会 ・ 分 科 会 等 の 名 称） 

 氏 名 所 属 ・ 氏 名 備 考 

委 員 長    

副 委 員 長    

幹  事    

幹  事    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
※備考欄には「第○部会員」「連携会員」「連携会員（特任）」の区分を記入する。 
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